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被覆フォトクロミック微粒子の製造方法  

 光照射によって着色または色調が変化するフォトクロミック化合物を芯物質、機能性高分子を被覆材として、 

超臨界二酸化炭素を機能性溶媒として利用することで、マイクロコーティングを実現し、１０μｍ～１００μｍの 

平均粒子径を有する高分子被覆フォトクロミック微粒子を生成する。 
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フォトクロミック、残留有害有機溶媒なし、マイクロサイズの機能性コーティング 

電子機器、化学・薬品、化粧品、食品 

概要  

■ 光照射にて着色・色調が変化するフォトクロミック化合物を芯物質とし、機能性高分子被覆マイクロ光デバイス 

    を製造する。 

■ 有害な残留有機溶媒がない。 

■ 製造工程が従来法の2日に対して、１時間程度と短い。 

■ 医薬品 

■ 化粧品 

■ 食品 

■ 特許：被覆フォトクロミック微粒子の製造方法、発明者：三島 健司、相田 卓、シャーミン タンジナ、徳永 真一、 

    公開番号特開2022-039987 
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本手法により得られたフォトクロミック染料-ARUFON
ナノカプセルTEM(a)と、粒子径分布(b)

動的光散乱法（DLS）を
用いた粒径測定結果

透過型電子顕微鏡（TEM）
を用いた形状観察

体積平均径：0.153 µm
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UV照射により
黒に変色

本手法により得られたフォトクロミックマイク
カプセルのフォトクロミズム

紫外光 可視光

光をあてるだけで、色や模様が
短時間で変わるフォトクロミック
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